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(57)【要約】
　保護ペーパーもしくはフィルムおよび、ガラス基材の
表面上にスリップ剤組成物を有する当該保護ペーパーも
しくはフィルムを適用することによってガラス基材を保
護する方法。当該スリップ剤組成物は、本明細書におい
て定義されるような少なくとも１種の脂肪アルコールを
含む。



(2) JP 2016-501168 A 2016.1.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス基材を保護する方法であって、
　保護フィルムもしくはペーパーとガラス基材の少なくとも１つの表面とを接触させる工
程；
を有してなり、
　前記保護フィルムもしくはペーパーが、式Ｒ－ＯＨ（式中、Ｒは、１２～３０個の炭素
原子を含む飽和もしくは不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪族鎖である）を有する少な
くとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物を含む、
方法。
【請求項２】
　前記スリップ剤組成物が、約７５から１００質量％の前記少なくとも１つの脂肪アルコ
ールを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１種の脂肪アルコールが、ラウリルアルコール、トリデシルアルコール
、ミリスチルアルコール、ペンタデシルアルコール、セチルアルコール、パルミトレイル
アルコール、ヘプタデシルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコー
ル、オレイルアルコール、リノレイルアルコール、アラキジルアルコール、ベヘニルアル
コール、エルシルアルコール、またはそれらの組合せである、請求項１または２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１種の脂肪アルコールがステアリルアルコールである、請求項１から３
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記保護フィルムもしくはペーパーが、少なくとも約２００ナノグラム／ｃｍ２のスリ
ップ剤組成物を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、２０１２年１１月２８日に出願された米国特許出願第１３／６８７２０４号
明細書に対する優先権の恩典を主張するものであり、なお、当該特許出願の内容は、参照
によりその全体が本明細書に組み入れられる。
【技術分野】
【０００２】
　本明細書において説明される実施形態は、概して、仕上げ処理および梱包の際のガラス
物品表面の保護、より具体的には、ガラス物品の仕上げ処理、梱包、および／または輸送
の際のガラス表面保護を提供する保護フィルムもしくはペーパーに関する。
【背景技術】
【０００３】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）、および他のオプト
エレクトロニクスディスプレイは、多くの場合、引っかき傷および他の欠陥を実質的に有
さない少なくとも１つの表面を有するガラス基材の使用を必要とする。例えば、ＬＣＤデ
ィスプレイおよび光起電ガラスは、典型的には、無機粒子および引っかき傷（すなわち、
欠陥）を実質的に含まない未処理の表面を有するガラス基材を必要とする。残念ながら、
そのようなガラス基材の保護は、典型的には、表面スコアリング工程、ガラス分割工程、
端部研磨および仕上げ研磨工程といった複数の工程を必要とするが、これらの各工程は、
ある特定の速度で移動してガラス表面の品質エリアに衝突し得る大量のガラス粒子を発生
させ得る。飛び散る粒子は、ガラス表面に引っかき傷を生じ得、永久的な損傷を残すか、
またはおそらくその後の洗浄および清浄化工程でも存続するであろう十分に強い結合によ
りガラス表面に付着し得る。ガラス表面上のそのような残留ガラス粒子は、その後のプロ
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セスでガラス上に被着されるコーティングおよび／または半導体デバイス、例えば、トラ
ンジスタなど、に欠陥を生じ得る。
【０００４】
　さらに、ガラス基材は、基材製作工場から別の場所の基材使用者へと出荷され得る。あ
る場所から別の場所へガラス基材を出荷する際に、複数のガラスシートが１つの梱包容器
内に梱包され得る。たとえガラス梱包容器が密封され得ても、それでもなお、粒子および
他の汚染物質が当該シートの品質表面エリアに接触して、望ましくない表面損傷を生じる
場合がある。
【０００５】
　ガラス物品表面を保護するための従来の方法は、ペーパー、プラスチックフィルム、多
糖類などのコーティング、界面活性剤などの使用を含む。いくつかの特定のガラス表面保
護法は、例えば、脂肪酸アミド、例えば、エルカアミドなど、の配合されたポリマーフィ
ルムもしくはペーパーの使用を含む。しかしながら、これらの方法は、様々な欠点を抱え
ている。ポリマーフィルムもしくはペーパーは、ガラスの表面から当該ペーパーもしくは
フィルムを除去した後に有機残留物を残し得る。当該残留物は、おそらく脂肪酸アミドに
由来する移行性有機化合物であり、これは、洗浄によっても除去することが困難であり得
る。洗浄後にガラス表面に存在する残留脂肪酸アミドは、ムラ効果を生じ得、場合によっ
ては、ガラス表面上の汚点の形成を生じ得るかまたは増強し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、仕上げ処理、梱包、および輸送の際にガラス物品の表面を保護するための
代替の方法が、本明細書において開示される。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　いくつかの実施形態において、ガラス基材を保護する方法が開示される。当該方法は、
保護フィルムもしくはペーパーとガラス基材の少なくとも１つの表面とを接触させる工程
を有してなり、ここで、当該保護フィルムもしくはペーパーは、式Ｒ－ＯＨ（式中、Ｒは
、１２～３０個の炭素原子を含む飽和もしくは不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪族鎖
である）を有する少なくとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物を含む。
【０００８】
　いくつかの実施形態において、ガラス基材の一時的保護の方法を開示する。当該方法は
、スリップ剤組成物を有する保護フィルムもしくはペーパーと、ガラス基材の少なくとも
１つの表面とを接触させる工程であって、当該スリップ剤組成物が、式Ｒ－ＯＨ（式中、
Ｒは、１２～３０個の炭素原子を含む飽和もしくは不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪
族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪アルコールを含む、工程、当該スリップ剤組
成物の一部を保護フィルムもしくはペーパーからガラス基材の表面へと移行させる工程、
ならびにスリップ剤組成物のある量がガラス基材の表面に残留するように、ガラス基材の
表面から保護フィルムもしくはペーパーを除去する工程、を含む。
【０００９】
　いくつかの実施形態において、複合ガラスパッケージを開示する。当該複合ガラスパッ
ケージは、ガラス基材と、当該ガラス基材の表面に付着させた保護フィルムもしくはペー
パーとを含み、この場合、当該保護フィルムもしくはペーパーは、式Ｒ－ＯＨ（式中、Ｒ
は、１２～３０個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪
族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物を含む。
【００１０】
　いくつかの実施形態において、基材上にコーティング層を形成する方法を開示する。当
該方法は、ある凝結温度を有する蒸気が形成されるように少なくとも１種の脂肪アルコー
ルの一部を蒸発させるのに十分な温度にスリップ剤組成物を加熱する工程であって、当該
スリップ剤組成物が、式Ｒ－ＯＨ（式中、Ｒは、１２～３０個の炭素原子を含む飽和もし
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くは不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪ア
ルコールを含む、工程、ならびに、基材の表面の少なくとも一部を当該蒸気に曝露させる
工程であって、当該基材の表面が、当該蒸気が当該基材の表面上で凝結してコーティング
層を形成するような当該蒸気の凝結温度より低い温度を有する、工程、を含む。
【００１１】
　いくつかの実施形態において、保護ポリマーフィルムを製造する方法を開示する。当該
方法は、スリップ剤組成物と保護ポリマーフィルムとを組み合わせる工程であって、当該
スリップ剤組成物が、式Ｒ－ＯＨ（式中、Ｒは、１２～３０個の炭素原子を含む飽和もし
くは不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状脂肪族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪ア
ルコールを含む、工程を含む。
【００１２】
　いくつかの実施形態において、ガラス基材を梱包する方法を開示する。当該方法は、ス
リップ剤組成物の配合された保護ペーパーもしくはフィルムを第一ガラス基材と第二ガラ
ス基材との間に位置決めする工程であって、当該スリップ剤組成物が、式Ｒ－ＯＨ（式中
、Ｒは、１２～３０個の炭素原子を含む飽和もしくは不飽和の直鎖状もしくは分岐鎖状脂
肪族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪アルコールを含む、工程、第一ガラス基材
と第二ガラス基材との間に配置されてそれらと接触する保護ペーパーもしくはフィルムの
少なくとも一部を有するスタックを形成する工程、ならびに当該スタックを梱包容器内に
位置する工程、を含む。
【００１３】
　本明細書において説明される、ガラス保護ポリマーフィルムもしくはペーパー、それら
の方法および使用、のさらなる特徴および利点について、以下の詳細な説明において述べ
るので、ある程度は、当業者にはその説明から容易に明らかとなるか、あるいは、以下の
詳細な説明、特許請求の範囲、および添付の図面を含め、本明細書において説明される実
施形態を実践することによって認められるであろう。
【００１４】
　上記の全般的な説明および以下の詳細な説明はいずれも、様々な実施形態について説明
するものであり、特許請求される主題の本質および特性を理解するための概要または枠組
みを提供することが意図される。添付の図面は、様々な実施形態のさらなる理解を提供す
るために含められており、本明細書に組み入れられ、本明細書の一部を構成する。図面は
、本明細書において説明される様々な実施形態を例示し、ならびに、以下の説明と共に、
特許請求される主題の原理および作動を説明するのに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】蒸着によってペーパー基材上に脂肪アルコールのコーティング層を形成する方法
を図式的に表す。
【図２】キャストフィルム押出によって、脂肪アルコールの配合されたポリマー性フィル
ムを形成する方法を図式的に表す。
【図３】プラスチック押出によって、脂肪アルコールの配合されたポリマー性フィルムを
形成する方法を図式的に表す。
【図４】基材上への押出キャストによって、脂肪アルコールの配合されたポリマー性フィ
ルムを形成する方法を図式的に表す。
【図５】脂肪アルコールの配合されたポリマー性フィルムを形成するインフレーション成
形法を図式的に表す。
【図６】脂肪アルコールでコーティングしたペーパーと接触させた未処理ガラスのスクラ
ッチング前後での欠陥カウントをグラフに表す。
【図７】脂肪アルコールでコーティングしたペーパーと接触させたコーティング済みガラ
スのスクラッチング前後での欠陥カウントをグラフに表す。
【図８】原子間力顕微鏡（ＡＦＭ）によって測定した場合の付着力マップと、脂肪アルコ
ールでコーティングしたペーパーと１時間接触させた後のガラスシートの表面エリアのヒ
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ストグラムとを表す。
【図９】原子間力顕微鏡（ＡＦＭ）によって測定した場合の付着力マップと、脂肪アルコ
ールでコーティングされたペーパーと１７時間接触させた後のガラスシートの表面エリア
のヒストグラムとを表す。
【図１０】ペーパー移行によってコーティングされたガラスシートの、原子間力顕微鏡（
ＡＦＭ）によって測定した場合の付着力の分布をグラフに表す。
【図１１】ガラス基材に直接適用された脂肪アルコールのコーティングモルホロジーをグ
ラフに表す。
【図１２】ガラス基材に移行させた脂肪アルコールのコーティングモルホロジーをグラフ
に表す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　脂肪アルコールの配合された保護フィルムもしくはペーパー、これらの保護フィルムも
しくはペーパーの作製方法、およびこれらの保護フィルムもしくはペーパーを使用してガ
ラス物品を保護する方法、の実施形態について詳細に説明し、その実施例を添付の図面に
例示する。可能な限り、図面全体を通じて、同じもしくは類似の部分を指すために、同じ
参照番号が使用される。本明細書において、スリップ剤組成物を基材に配合する方法が開
示される。
【００１７】
　いくつかの実施形態において、ペーパーもしくはポリマー基材上にコーティング層が形
成される。当該方法は、概して、少なくとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成
物を提供する工程、ある凝結温度を有する蒸気が形成されるように少なくとも１種の脂肪
アルコールの一部を蒸発させるのに十分な温度にスリップ剤組成物を加熱する工程、ペー
パーもしくはポリマー基材の表面の少なくとも一部を当該蒸気に曝露させる工程であって
、当該ペーパーもしくはポリマー基材の表面が、当該蒸気が当該ペーパーもしくはポリマ
ー基材の表面上で凝結してコーティング層を形成するような当該蒸気の凝結温度より低い
温度を有する、工程、を含む。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、ポリマー基材にスリップ剤組成物を含有させる。当該方
法は、概して、少なくとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物を提供する工程
、当該スリップ剤組成物と少なくとも１種のポリマーとを混合して溶融ポリマー混合物を
形成する工程、ならびに当該ポリマー混合物をポリマーフィルムへと成形する工程、を含
む。いくつかの実施形態において、当該少なくとも１種のポリマーは、スリップ剤組成物
と混合されたポリマー溶融物である。いくつかの実施形態において、当該ポリマー混合物
は、その後の処理工程の間ポリマー溶融物であってもよい。当該ポリマーフィルムは、例
えば、キャストフィルム法およびインフレーション成形フィルム法などの典型的な市販の
プロセスによって形成することができ、これらは、本明細書においてさらに詳細に示され
説明される。
【００１９】
　本明細書において説明されるペーパー基材は、様々なペーパーから形成することができ
、例えば、当該ペーパーは、グラシン紙、クラフト紙、硫酸紙、再生紙、セルロース紙な
どから形成することができる。いくつかの実施形態において、当該ペーパー基材は、シー
トもしくは連続ウェブの形態であり得る。当該ウェブは、新たに形成され得るか、または
予め形成されたウェブであり得る。
【００２０】
　ポリマー基材のために使用することができる好適なポリマーの例としては、ガラスに対
して低い付着性を有するポリマー、例えば、ポリオレフィン、低密度ポリエチレン、ポリ
エチレンフィルム、エチレン－アクリル酸（ＥＡＡ）コポリマー、エチレン－酢酸ビニル
（ＥＶＡ）コポリマー、ナイロンポリマー、ポリエチレンテレフタレートポリマー、ポリ
塩化ビニルポリマー、またはポリプロピレンなど、ならびにそれらの組合せ、が挙げられ
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る。いくつかの実施形態において、当該ポリマーは、低密度ポリエチレンまたはＶｉｓｑ
ｕｅｅｎ（登録商標）フィルムである。ポリマー基材は、任意の従来の方法、例えば、押
出加工など、によって形成され得るシートもしくは連続ウェブの形態であり得る。
【００２１】
　当該スリップ剤組成物は、少なくとも１種の脂肪アルコールを含む。用語「長鎖脂肪ア
ルコール」および「脂肪アルコール」は、本明細書において相互互換的に使用され得る。
いくつかの実施形態において、当該脂肪アルコールは、スリップ剤組成物の総質量に対し
て、約７５質量％、８５質量％、９０質量％、９５質量％、または９９質量％を超える量
においてスリップ剤組成物中に存在し得る。いくつかの実施形態において、当該脂肪アル
コールは、スリップ剤組成物の総質量に対して、約５０質量％～約９９質量％、約５０質
量％～約９５質量％、約５０質量％～約９０質量％、約５０質量％～約８５質量％、また
は約５０質量％～約７５質量％の量においてスリップ剤組成物中に存在し得る。
【００２２】
　当該脂肪アルコールは、１２～３０個の炭素原子と少なくとも１つのヒドロキシル基と
を有する炭化水素鎖を含む化合物である。いくつかの実施形態において、当該炭化水素鎖
は、１２～２６個の炭素原子、１６～２４個の炭素原子、または１８～２２個の炭素原子
を有し得る。いくつかの実施形態において、当該脂肪アルコールは、炭化水素鎖に結合し
た１つ、２つ、３つ、または４つのヒドロキシル基を有し得る。いくつかの実施形態にお
いて、当該脂肪アルコールは、当該炭化水素鎖に結合した、第一級、第二級、および／ま
たは第三級ヒドロキシル基を有し得る。
【００２３】
　当該脂肪アルコールは、下記の化学式：
【００２４】
【化１】

【００２５】
　　［式中、Ｒは、１２～３０個の炭素原子、１２～２６個の炭素原子、１６～２４個の
炭素原子、または１８～２２個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽和の直鎖状もしくは
分岐鎖状脂肪族鎖である」に相当する。Ｒが不飽和の場合、Ｒは、１つまたは複数の不飽
和点を有し得る。いくつかの実施形態において、当該Ｒ基は、少なくとも約１２、１３、
１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２
７、２８、２９、または３０炭素長である。当該分岐鎖は、脂肪族鎖に沿って１つまたは
複数の分岐点を有し得る。さらに、当該分岐鎖は、環状分岐を含み得る。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、当該脂肪アルコールは、１２～３０個の炭素原子、１２
～２６個の炭素原子、１６～２４個の炭素原子、または１８～２２個の炭素原子を含む直
鎖状の飽和脂肪アルコールであり得る。当該脂肪アルコールは、下記の化学式：
【００２７】

【化２】

【００２８】
［式中、ｎは、例えば、１０～２４、または１４～２０、の整数である］に相当する。い
くつかの実施形態において、当該脂肪アルコールは、１３～３０個の炭素原子を含む分岐
鎖状脂肪アルコールから選択することができる。
【００２９】
　好適な脂肪アルコールの非限定的な例としては、ラウリルアルコール、トリデシルアル
コール、ミリスチルアルコール、ペンタデシルアルコール、セチルアルコール、パルミト
レイルアルコール、ヘプタデシルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルア



(7) JP 2016-501168 A 2016.1.18

10

20

30

40

50

ルコール、オレイルアルコール、リノレイルアルコール、アラキジルアルコール、ベヘニ
ルアルコール、エルシルアルコール、および／またはそれらの組合せが挙げられる。いく
つかの実施形態において、当該脂肪アルコールは、ステアリルアルコール、ベヘニルアル
コール、および／またはそれらの組合せを含むか、またはそれらからなる群より選択され
る。いくつかの実施形態において、当該脂肪アルコールは、ステアリルアルコールを含む
か、またはそれらからなる群より選択される。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、当該脂肪アルコールは、１８個の炭素原子を含む。１８
個の炭素原子を含む脂肪アルコールは、その融点、引火点、空気中での安定性、ガラス基
材上に所望のコーティングパターンを形成する能力、可撤性、およびコストの点から、特
に好適であり得ると考えられる。１８個の炭素原子を有する脂肪アルコールの例としては
、これらに限定されるわけではないが、脂肪族アルコール、例えば、ステアリルアルコー
ル、イソステアリルアルコール、エライジルアルコール、オレイルアルコール、リノレイ
ルアルコール、エライドリノレイルアルコール、リノレニルアルコール、エライドリノレ
ニルアルコール、リシノレイルアルコール、および／またはそれらの組合せなど、が挙げ
られる。
【００３１】
　理論に束縛されるものではないが、ガラス表面に意味のある保護を付与する脂肪アルコ
ールにとって炭素原子の数は少なくとも１２であるべきと考えられる。これは、短鎖脂肪
アルコール（すなわち、１２個未満の炭素原子を有する脂肪アルコール）は、およそ室温
およびガラスの仕上げ処理および取り扱いの際に比較的高い揮発性を有し得、それにより
、表面保護における有効性が低下するためである。さらに、短鎖脂肪アルコールは、コー
ティング仕上げ処理条件下および／またはガラス表面仕上げ処理条件下において空気中で
不安定であり得、そのため、所望の表面保護能力に達しない。しかしながら、４０個を超
える炭素原子を含む脂肪アルコールの使用は、高すぎる融点、および／またはガラス基材
の仕上げ処理／取り扱い条件において低すぎる分圧を有し得、これは、当該脂肪アルコー
ルの使用を非常に困難にする。さらに、４０個を超える炭素原子を含む脂肪アルコールの
使用は、ガラス表面に容易には除去されない有機残留物を残す傾向にある。
【００３２】
　さらに、脂肪アルコールの親水性基は、保護されるシート材料の表面上の親水基と強い
結合を形成すると考えられる。例えば、シート材料が、表面－ＯＨ基を含む酸化物ガラス
表面を有する場合、当該表面－ＯＨ基は、以下：　
　　表面－Ｏ－炭素鎖
に図式的に示されるように、脂肪アルコールの－ＯＨ基と水素結合し得る。
【００３３】
　脂肪アルコールの分子は、共有結合、ファンデルワールス力、または他のメカニズムの
形成によってもシート表面と結合し得る。
【００３４】
　スリップ剤組成物は、任意選択により、例えば、有機溶媒、水、エタノール、アセトン
、またはそれらの混合物などを含み得る添加剤を含んでいてもよい。いくつかの実施例に
おいて、当該添加剤は、スリップ剤組成物の総質量に対して、約２５質量％、２０質量％
、１５質量％、１０質量％、５質量％、３質量％、または１質量％未満の量において存在
する。他の実施例において、当該添加剤は、スリップ剤組成物の総質量に対して、約０．
０１質量％～約２５質量％、約０．０１質量％～約２０質量％、約０．０１質量％～約１
５質量％、約０．０１質量％～約１０質量％、約０．０１質量％～約５質量％、約０．０
１質量％～約３質量％、または約０．０１質量％～約１質量％の量において存在する。
【００３５】
　ペーパーもしくはポリマー基材上に脂肪アルコールの層を被着させるため、当該ペーパ
ーもしくはポリマー基材は、脂肪アルコールの融点より低い温度に維持され得る。当該ペ
ーパーもしくはポリマー基材の温度が高すぎる場合、脂肪アルコールは、容易に酸化され
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得るかまたは高すぎる蒸気圧を有し得、これは、当該ペーパーもしくはポリマー基材上へ
の脂肪アルコールの不十分なまたは不均一なコーティングの原因となる。さらに、当該不
十分なまたは不均一なコーティングは、所望のレベルの付着力、摩擦係数、および疎水性
を有し得ない。
【００３６】
　いくつかの実施形態において、基材上への脂肪アルコールの被着を促進するために、当
該スリップ剤組成物は約７５℃～約１２５℃の温度に加熱される。いくつかの実施形態に
おいて、当該スリップ剤組成物は、約８０℃～約１１５℃の温度に加熱される。いくつか
の実施形態において、当該スリップ剤組成物は、約８５℃～約１１０℃の温度に加熱され
る。いくつかの実施形態において、当該スリップ剤組成物は、基材上への脂肪アルコール
の被着を促進するために、約８０℃を超える温度に加熱される。
【００３７】
　当該ペーパーもしくはポリマー基材は、当該ペーパーもしくはポリマー基材上にコーテ
ィング層を形成するのに十分な期間において当該蒸気に曝露される。いくつかの実施形態
において、当該ペーパーもしくはポリマー基材は、約３０秒～約１０分の期間において当
該蒸気に曝露される。いくつかの実施形態において、当該ペーパーもしくはポリマー基材
は、約１分～約１０分の期間において当該蒸気に曝露される。実施形態において、当該ペ
ーパーもしくはポリマー基材は、約１分～約５分の期間、当該蒸気に曝露される。
【００３８】
　当該ポリマーもしくはペーパー基材上に凝結もしくは被着する脂肪アルコールの量は、
例えば、蒸気の温度、ポリマーフィルムもしくはペーパーの温度、蒸気の流速、および当
該ポリマーフィルムもしくはペーパーが蒸気に曝露される期間など、様々な因子によって
決定され得る。適切なガラス表面保護を提供するためにポリマーフィルムもしくはペーパ
ー上に被着される必要のあるコーティング材料の量は少量であるため、コーティングプロ
セスは短期間で完了し得る。これは、ハイスループットの連続プロセスにとって特に望ま
しい。いくつかの実施形態において、ポリマーフィルムもしくはペーパー上に凝結もしく
は被着する脂肪アルコールの量は、少なくとも約２００ナノグラム／ｃｍ２、少なくとも
約４００ナノグラム／ｃｍ２、または少なくとも約６００ナノグラム／ｃｍ２であり得る
。いくつかの実施形態において、ポリマーフィルムもしくはペーパー上に凝結もしくは被
着する脂肪アルコールの量は、例えば、中間値および中間範囲を含む、約２００～約２５
００ナノグラム／ｃｍ２、約４００～約２０００ナノグラム／ｃｍ２、および約６００～
約１５００ナノグラム／ｃｍ２である。
【００３９】
　図１を参照すると、ペーパー基材（１１０）上に脂肪アルコール（１０５）のコーティ
ング層を被着するための蒸着プロセス（１００）が図式的に表されている。少なくとも１
種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物（１０５）が容器（１１５）に提供される。
スリップ剤組成物（１０５）は、液体、ワックス、または他の固体の形態において提供さ
れ得る。本明細書において使用される場合、用語「ワックス」は、高い温度および／また
は圧力において状態が固体／液体に可逆的に変化する、室温および標準圧力（２５℃およ
び７６０ｍｍＨｇ（約１０１３ｈＰａ）において主に固体である化合物を意味する。スリ
ップ剤組成物（１０５）は、ある凝結温度を有する蒸気（１２０）が形成されるように少
なくとも１種の脂肪アルコールの少なくとも一部が蒸発するのに十分な温度に、容器（１
１５）において加熱される。ペーパーもしくはポリマー基材（１１０）が、ローラー（１
２５）を通って、脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物（１０５）を収容している容器
（１１５）内へと送られ、それによって、当該基材（１１０）が蒸気（１２０）に晒され
る。蒸気（１２０）が凝結して当該基材（１１０）上に被着され、コーティングを形成す
る。次いで、当該コーティングされたペーパー基材は、加熱、乾燥、加圧、さらなるコー
ティング、およびカレンダー加工などを含み得る後続の処理のために、ローラー（１３０
）を使用して移送される。図１の容器は、スリップ剤組成物をシートの片面もしくは両面
に適用するために適合させることができる。さらに、当該容器は、周囲空気に対して閉鎖
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または開放され得る。
【００４０】
　図２を参照すると、ポリマーフィルムを製造するためのキャストフィルムプロセス（２
００）が図式的に表されている。この方法において、少なくとも１種のポリマーと、少な
くとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物とが、（例えば、混合することによ
って）一緒に組み合わされて、溶融ポリマー混合物を形成する。当該溶融ポリマー混合物
は、ダイ導入口（２１０）を通ってキャストフィルムダイ（２１５）へと導入され、ここ
で、当該ポリマー混合物は、押し出しされて薄いフィルム層もしくはウェブ（２０５）を
形成する。当該フィルム（２０５）は、冷却されたキャスティングロール（２２０）上に
キャストされ、キャスティングロール（２２０）からフィルムを除去もしくは剥ぎ取るた
めに使用されるストリッピングロール（２２５）上へと導かれる。次いで、当該フィルム
（２０５）は、アイドラーロール（２３０）の周囲へと導かれ、各側部においてフィルム
（２０５）の端部分をトリミングするために使用されるエッジトリムスリッター（２３５
）を通過する。しかしながら、本明細書において示され説明される実施形態において、エ
ッジトリムスリッター（２３５）は、フィルム（２０５）の一方の側部のみから端部分を
トリミングしてもよい。次いで、当該フィルム（２０５）は、引張ロール（２４０）上へ
と進められる。次いで、当該フィルム（２０５）は、ワインドアップロール（２４５）に
進められて、当該ロール上に巻き取られる。
【００４１】
　図３を参照すると、ポリマーフィルムを製造するためのポリマーシート押出プロセス（
３００）が図式的に表されている。少なくとも１種のポリマーと、少なくとも１種の脂肪
アルコールを含むスリップ剤組成物とが、（例えば、混合することによって）一緒に組み
合わされ、溶融ポリマー混合物を形成する。当該溶融ポリマー混合物は、ダイ導入口（３
１０）を通ってダイ（３１５）へと導入され、ここで、当該ポリマー混合物は、押し出し
されて、フィルム層もしくはウェブ（３０５）を形成する。当該フィルム（３０５）は、
２つの引張ロール（３３５）を使用して、３つのロールフィニッシャー（３２０）を通っ
て４つのサポートローラー（３２５）上へと引き出される。エッジトリムカッター（３３
０）が、サポートローラー（３２５）のうちの１つの上に位置決めされており、各側部に
おいてフィルム（３０５）の端部分をトリミングする。しかしながら、本明細書において
示され説明される実施形態において、エッジトリムカッター（３３０）は、フィルム（３
０５）の一方の側部のみから端部分をトリミングしてもよい。次いで、当該フィルム（３
０５）は、鋸盤機もしくは剪断機（３４０）上を通過し、これらは、当該フィルム（３０
５）をシート中の切断フィルム（３０５）へと切断もしくは分割するために使用すること
ができる。
【００４２】
　図４を参照すると、ポリマーフィルムを製造するための基材上への押出キャスティング
プロセス（４００）が図式的に表されている。少なくとも１種のポリマーと、少なくとも
１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物とが、（例えば、混合することによって）
一緒に組み合わされ、溶融ポリマー混合物を形成する。予め形成されたペーパーもしくは
ポリマー基材（４０５）が、巻き取りを解かれて加圧ロール（４１０）上へと導かれ、こ
こで、溶融ポリマー混合物がダイ（４１５）を通して導入され、基材（４０５）上にコー
ティングされる。コーティングされた基材（４０５）は、冷却ロール（４２０）に接触さ
れて、ここで、当該コーティングされた基材（４０５）が冷却される。当該基材（４０５
）は、コーティングされた基材を冷却ロール（４２０）から除去もしくは剥ぎ取るために
使用されるストリッパーロール（４２５）上へと導かれる。基材（４０５）の端部分をト
リミングするためにストリッパーロール（４２５）の後にエッジトリマー（４３０）が位
置されている。しかしながら、本明細書において示され説明される実施形態において、エ
ッジトリマー（４３０）は、基材（４０５）の一方の側部のみから端部分をトリミングし
てもよい。次いで、当該基材（４０５）は、ワインドアップロール（４３５）上に巻き取
られる。
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【００４３】
　図５を参照すると、ポリマーフィルムを製造するためのインフレーション成形プロセス
（５００）が図式的に表されている。少なくとも１種のポリマーと、少なくとも１種の脂
肪アルコールを含むスリップ剤組成物とが、（例えば、混合することによって）一緒に組
み合わされ、溶融ポリマー混合物を形成する。当該溶融ポリマー混合物は、ダイ導入口（
５１０）を通ってインフレーションフィルムダイ（５１５）へと導入され、ここで、当該
ポリマー混合物は、押し出しされて、最終的に薄いフィルム層もしくはウェブ（５０５）
を形成する。当該ポリマー混合物は、プラスチックチューブもしくはバブル（５２０）へ
と吹き込み成形され、空気流が、空気導入口（５２５）を通ってプラスチックチューブ（
５２０）の内部へと提供される。プラスチックチューブ（５２０）内に提供される空気流
は、バルブ（図示されず）を使用して制御される。空気はさらに、外部空気環（５３０）
からプラスチックチューブ（５２０）の外側に沿っても誘導される。ガイドロール（５３
５）は、プラスチックチューブ（５２０）が引張ロール（５４５）を使用して案内板（５
４０）を通って上向きに引かれるように、当該チューブを保護し誘導する。案内板（５４
０）は、押し出しされたフィルムチューブを受け入れて、潰し、平坦化するように構成さ
れる。平坦化されたチューブ（５２０）は、引張ロール（５４５）上を通って、ワインド
アップロール（５５０）上に巻き取られる。
【００４４】
　本明細書において説明される保護ポリマーフィルムもしくはペーパーは、基材の表面、
例えば、有機および無機基材の表面など、を保護するために使用され得る。いくつかの実
施形態において、本明細書において説明される保護ポリマーフィルムもしくはペーパーは
、親水性表面、例えば、ＯＨ基などの親水性の表面基を有する表面など、を保護するため
に使用することができる。多くのガラス材料、ガラスセラミック材料、セラミック材料、
および結晶性材料が、表面－ＯＨ基を有することが知られており、したがって、それらは
、本明細書において説明される保護ポリマーフィルムもしくはペーパーを用いて保護する
ことができる。いくつかの実施形態において、本明細書において説明される保護ポリマー
フィルムもしくはペーパーは、ガラス基材の表面を保護するために使用することができる
。
【００４５】
　一般的に、ガラス基材を保護する方法は、本明細書において説明されるような少なくと
も１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物が配合された保護ペーパーもしくはフィ
ルムを提供する工程、および当該保護ペーパーもしくはフィルムをガラス基材の表面上に
適用する工程、を含み得る。保護された表面を有する複合ガラスパッケージは、ガラス基
材と、当該ガラス基材の表面に付着させた保護ペーパーもしくはフィルムとを含み得、こ
の場合、当該保護ペーパーもしくはフィルムは、本明細書において説明されるような少な
くとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成物が配合されている。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、当該ガラス基材は、最初は、実質的にコーティングを有
さない未処理の状態であり得る。いくつかの実施形態において、当該ガラス基材は、その
上に形成されたコーティング層を有し得る。当該コーティング層は、ガラス基材の清浄な
表面に直接適用された脂肪アルコールコーティングであってもよい。当該脂肪アルコール
コーティングは、任意の従来法、例えば、スプレーコーティング、ディップコーティング
、フローコーティングなど、を用いて適用することができる。いくつかの実施形態におい
て、当該コーティングは、ガラス基材の仕上げ処理／取り扱いプロセスの間にガラスの表
面品質を保護するために、そのようなプロセスの間および／または前に被着することがで
きる。
【００４７】
　当該方法はさらに、保護ペーパーもしくはフィルムからガラス基材の表面へとスリップ
剤組成物の一部を移行させる工程、および、当該スリップ剤組成物のある量がガラス基材
の表面に残るようにガラス基材の表面から保的ペーパーもしくはフィルムを除去する工程
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、を含み得る。
【００４８】
　ガラス基材の表面へのスリップ剤組成物の一部の移行は、例えば、保護ペーパーもしく
はフィルムがガラス基材と接触しているときに当該保護ペーパーもしくはフィルムに適用
される圧力の量、スリップ剤組成物を含む保護ペーパーもしくはフィルムがガラス基材の
表面に接触している時間、およびガラス基材へのスリップ剤組成物の移行を補助するため
に熱が使用されるか否かなどに依存し得る。いくつかの実施形態において、ガラス基材の
表面に移行するスリップ剤組成物のコーティング量は変わり得、いくつかの実施形態にお
いて、当該量は、例えば、中間の値および範囲を含む、約１０～約１６００ナノグラム／
ｃｍ２、約１０～約１０００ナノグラム／ｃｍ２、約２０～約７５０ナノグラム／ｃｍ２

、約２５～約５００ナノグラム／ｃｍ２、および約５０～約３００ナノグラム／ｃｍ２で
あり得る。例えば、５０００ナノグラム／ｃｍ２を超えるなど、コーティング量が多すぎ
る場合、後の清浄化工程および洗浄工程においてスリップ剤組成物除去するのが困難とな
り得る。例えば、１０ナノグラム／ｃｍ２未満など、コーティング量が少なすぎる場合、
所望の欠陥保護およびスクラッチ抵抗性を提供するにはスリップ剤組成物が不十分であり
得る。
【００４９】
　ガラス基材の表面に移行したスリップ剤組成物は、所望であればガラス基材の表面から
容易に除去することができるままに、後続のガラス製造プロセス、例えば、ガラスの仕上
げ処理および取り扱いプロセスなど、においても存続し得る保護層として、当該スリップ
剤組成物がガラス基材の表面に付着することを可能にするのに十分な付着強度を有する。
理論に束縛されるものではないが、Ｆｏｗｋｅｓ＆Ｄｒａｇｏ法を用いることにより、シ
リカガラス表面のアミドとアルコールの酸－塩基相互作用に基づいて、アルコールとシリ
カガラス表面との間（約８７ｍＪ／ｍ２のケトン値を使用）よりも大きな相互作用エネル
ギーがアミドとシリカガラス表面との間に予想される（約１５７ｍＪ／ｍ２）と考えられ
る。したがって、脂肪酸アミドはガラス基材に対してより高い付着性を有し、これがガラ
ス表面からの脂肪酸アミドの除去を困難にするが、その一方で、脂肪アルコールはより低
い付着性を有しており、これが、ガラス表面からの脂肪アルコールの除去を容易にすると
考えられる。
【００５０】
　本明細書において説明される方法はさらに、ガラスの表面からスリップ剤組成物を除去
する工程を含み得る。コーティングの除去はガラスの製造元によって為される場合もあれ
ば、またはガラスが最終使用者、例えば、液晶ディスプレイデバイスの製造元など、へ出
荷され得て、当該使用者がガラスからコーティングを除去する場合もあることに留意され
たい。いくつかの実施形態において、ガラス基材は、ガラス基材の表面から脂肪アルコー
ル、任意の残留ガラス粒子、および他の表面汚染物を除去するために、洗浄および清浄化
される。洗浄は、ガラス表面の清浄化にとって好適な従来の市販の洗剤を使用して実施さ
れ得る。いくつかの実施形態において、中間の値および範囲を含む、約０．１～約８ナノ
グラム／ｃｍ２、約０．５～約８ナノグラム／ｃｍ２、および約１～約５ナノグラム／ｃ
ｍ２のスリップ剤組成物が、洗浄後のガラス基材の表面上に残留し得る。いくつかの実施
形態において、約８、６、５、４、３、２、または１ナノグラム／ｃｍ２未満のスリップ
剤組成物が、洗浄後のガラス基材の表面に残留し得る。したがって、本明細書において説
明される脂肪アルコールを含有するコーティングは、洗浄によってガラス基材から容易に
除去することができる。
【００５１】
　スリップ剤組成物の残留は、様々なガラス製造作業、例えば、仕上げ処理作業、取り扱
い作業、梱包および出荷作業など、の前、間、および／または後に生じ得る。いくつかの
実施形態において、例えばＬＣＤガラス基材の取り扱いなど、洗浄によるスリップ剤組成
物の除去が、仕上げ処理作業の後に生じる。
【００５２】
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　スリップ剤組成物が除去されたとき、当該ガラス基材は、低い欠陥カウントを示し得る
。欠陥は、これらに限定されるわけではないが、ガラスの表面上の引っかき傷および／ま
たはガラス表面上に存在する粒子もしくは破片、を含み得る。理論に束縛されるものでは
ないが、本明細書において説明される脂肪アルコールは、粒子とガラス表面との間の摩擦
係数を低下させ、それにより、当該粒子によって生じる引っかき傷からガラス表面を保護
すると考えられる。本明細書において説明される脂肪アルコールは、粒子とガラス表面と
の間の付着力も減少させ、それにより、その後の洗浄および清浄化工程において残存する
のに十分な結合強度でガラス表面に結合し得る粒子の数を減少させると考えられる。した
がって、いくつかの実施形態において、スリップ剤組成物が除去されるとき、ガラスは、
約３０欠陥数／ｃｍ２未満の欠陥カウントを有する。いくつかの実施形態において、スリ
ップ剤組成物が除去されるとき、ガラスは、約２５欠陥数／ｃｍ２未満の欠陥カウントを
有する。いくつかの実施形態において、スリップ剤組成物が除去されるとき、ガラスは、
約２０欠陥数／ｃｍ２未満の欠陥カウントを有する。いくつかの実施形態において、スリ
ップ剤組成物が除去されるとき、ガラスは、約１０欠陥数／ｃｍ２未満の欠陥カウントを
有する。いくつかの実施形態において、スリップ剤組成物が除去されるとき、ガラスは、
約５欠陥数／ｃｍ２未満の欠陥カウントを有する。いくつかの実施形態において、スリッ
プ剤組成物が除去されるとき、ガラスはさらに、本明細書においてさらに詳細に説明され
るようなスクラッチ試験の実施前のスクラッチ欠陥数／ｃｍ２とスクラッチ試験の実施後
のスクラッチ欠陥数／ｃｍ２との間において、約０％～約８５％、約０．５％～約５０％
、および約１％～約３３％の、欠陥カウントにおけるパーセント変化も有し得る。当該パ
ーセント変化は、以下のように計算される。
【００５３】
　｜試験後のスクラッチ欠陥数／ｃｍ２－試験前のスクラッチ欠陥数／ｃｍ２｜
　　　　　　　試験前のスクラッチ欠陥数／ｃｍ２

小さいパーセント変化は、スリップ剤組成物が、清浄な環境での対照未処理シートと実質
的に同じ表面特性および欠陥レベルを提供することを示し得る。
【００５４】
　本明細書において開示される表面保護ポリマーフィルムおよびペーパーは、ガラス基材
を梱包する場合に特に有用であり得る。ガラス基材は、第一ガラス基材および第二ガラス
基材を提供する工程、スリップ剤組成物の配合された保護ペーパーもしくはフィルムを、
当該第一ガラス基材と当該第二ガラス基材との間に位置決めする工程であって、当該スリ
ップ剤組成物が、本明細書において説明されるような少なくとも１種の脂肪アルコールを
含む、工程、第一ガラス基材と第二ガラス基材との間に配置されそれらと接触する保護ペ
ーパーもしくはフィルムの少なくとも一部を有するスタックを形成する工程、ならびに、
当該スタックを梱包容器内に位置する工程、によって梱包され得る。
【００５５】
　当該保護ペーパーもしくはフィルムは、当該第一および／または第二ガラス基材に付着
され得るか、または付着され得ない。いくつかの実施形態において、当該保護ペーパーも
しくはフィルムは、当該スタックにおける第一および第二ガラス基材のうちの一方もしく
は両方に、弱くまたは強く付着し得る。付着は、水素結合、接着剤、および／または静電
気により為され得る。いくつかの実施形態において、当該保護ペーパーもしくはフィルム
は、当該第一および第二ガラス基材の片面に付着され得る。梱包を解いた後、当該ペーパ
ーもしくはフィルムは、ガラス基材から剥がされ得る。
【００５６】
　本明細書において説明される実施形態は、以下の非限定的実施例によってさらに例示さ
れ得る。
【実施例】
【００５７】
　下記において説明される全ての実施例において、ガラスシート試料は、オーバーフロー
・フュージョン・ダウンドロー法を使用して、Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅ
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）　ＬＣＤガラス基材から調製した。
【００５８】
　実施例１
　４種のポリエチレンフィルムを配合し、押出機（１．５インチ（約３．８１ｃｍ）スク
リュー要素を備えるＷａｙｎｅ「Ｙｅｌｌｏｗ　Ｊａｃｋｅｔ」ライン）および６インチ
（約１５．２４ｃｍ）のフィルムダイを使用して押出成形した。フィルム組成物は、主に
、２．３のメルトフローインデックスを有する低メルトフローポリエチレン樹脂（Ｄｏｗ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＬＤＰＥ　６２１）を使用した。脂肪アルコールのマスターバッチ
を、８．０のメルトフローインデックスを有する高メルトフローポリエチレン樹脂（Ｄｏ
ｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＬＤＰＥ　７２２）と共にコンパウンド化した。当該マスターバ
ッチを低メルトフローポリエチレン樹脂と混合して、ポリマーフィルム組成物を配合した
。当該ポリエチレンフィルム配合物において、２種の脂肪アルコールを使用した。Ａｌｄ
ｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌのオクタデカノール（９９．５％）およびＳａｓｏｌ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙのドコサノール（ＮＡＣＯＬ（登録商標）２２－９８）である。
【００５９】
　４種の調製したポリマーフィルムは、以下の配合組成：　
　　２０００ｐｐｍのオクタデカノールを含有するフィルム＃１
　　３０００ｐｐｍのオクタデカノールを含有するフィルム＃２
　　２０００ｐｐｍのドコサノールを含有するフィルム＃３
　　３０００ｐｐｍのドコサノールを含有するフィルム＃４
を有していた。
【００６０】
　フィルムの表面上の脂肪アルコールの量は、ガスクロマトグラフィ／質量分析（ＧＣ／
ＭＳ）によって測定した。当該フィルムをメタノールで１５分間洗浄し、当該メタノール
を使用して抽出した脂肪アルコールを、ＧＣ／ＭＳ分析によって定量した。第１表にその
分析結果が一覧されており、これは、抽出された溶液がポリマーフィルムに由来する脂肪
アルコールを含有することを示している。
【００６１】
　ポリマーフィルムからガラス基材の表面へ移行した脂肪アルコールの量も特定した。当
該脂肪アルコールは、清浄な「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」（５インチ×５インチ（約１２．７ｃ
ｍ））ガラスシートの両面を当該調製したポリマーフィルムでラミネートすることによっ
て、フィルムからガラス基材へと移行させた。ガラスの梱包条件をシミュレートするため
に、当該ラミネートされたガラスシートを、２ｋｇの重量下において６０℃で２日間エー
ジングし熱配合した。ラミネートしたガラスシートを熱配合した後、表面の化学分析の前
に、当該シートを室温で１０日間保存した。次いで、ポリマーフィルムをガラスシートか
ら除去し、当該ガラスシートをメタノールで１５分間洗浄した。当該メタノールを使用し
て抽出した脂肪アルコールを、ＧＣ／ＭＳ分析を使用して定量した。第１表にはＧＣ／Ｍ
Ｓ分析結果が一覧されており、これは、ポリマーフィルムからガラス表面に移行した脂肪
アルコールの量を示している。
【００６２】
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【表１】

【００６３】
　ガラス表面上に存在する脂肪アルコールの量が、ガラス表面を適切に保護するのに十分
であるか否かを特定するために、これらの量を、ガラスシートの適切な保護を提供するこ
とが知られているオクタデカノール対照と比較した。当該対照の調製において、未処理の
「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラスシート上に、９０℃で１０秒間オクタデカノールを蒸着した
。蒸着したオクタデカノールガラスシートを洗浄して脂肪アルコールを抽出し、当該抽出
したアルコールをＧＣ／ＭＳ分析を使用して定量した。蒸着したオクタデカノールガラス
表面上に存在する脂肪アルコールの量は、１５１ナノグラム／ｃｍ２であることが特定さ
れた。
【００６４】
　試料１～４においてポリマーフィルムによってガラス表面に移行したオクタデカノール
およびドコサノールの量は、９０℃で１０秒間ガラス表面に蒸着したオクタデカノールの
量に匹敵し、したがって、ポリマーフィルムから移行したオクタデカノールは、後続のガ
ラスの取り扱いおよび／または処理の際にガラス表面を十分に保護することが見出された
。
【００６５】
　実施例２
　固体オクタデカノール（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ、カタログ＃７４７２３、９９％
純度）をガラス製ペトリ皿において９０℃に加熱し、この場合、当該オクタデカノールは
溶融して、当該皿の底面全体を覆う液体を形成し、ペトリ皿のすぐ上方の空気中に蒸気も
生成された。次いで、１枚のペーパー（Ｔｈｉｌｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン州）製
のＷＲ１３９）を、当該アルコールの溶融物の表面から４ｃｍの距離において当該皿の上
方に位置し、これを、それぞれ１０秒間、３０秒間、１分間、および５分間維持し、その
後除去した。アルコールの温度は、溶融物の表面において測定した。
【００６６】
　未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」を、未コーティングのＷＲ１３９、９０℃で１０秒間オ
クタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、９０℃で３０秒間オクタデカノールでコ
ーティングしたＷＲ１３９、９０℃で１分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１
３９、９０℃で５分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、およびエルカミ
ドでコーティングしたグラシン紙（Ｔｈｉｌｍａｎｙ，（米国、ウィスコンシン州）によ
って製造されたＣＷＲ２３９）、に接触するように位置した。当該ペーパーを、シミュレ
ートされた貯蔵条件下で、４．７７ｋｇのスチールブロックを使用して１日（２４時間）
、未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラスに接触させた。次いで、当該ペーパーを除去し、
コーティングしたガラスにスクラッチング試験を行った。



(15) JP 2016-501168 A 2016.1.18

10

20

30

40

50

【００６７】
　スクラッチ試験法
　スクラッチングは、未コーティングのＷＲ１３９ペーパーを巻き付けた３８０ｇのステ
ンレス棒を、試験されるガラスシート試料に接触させることによって行った。次いで、当
該ステンレス棒を、それに加わる重量以外にガ　　　　　　　　　　ラス表面に対して垂
直な外部力を加えることなく、１００ｍｍ／秒の速度で１０回（すなわち、５回戻し、５
回進める）、ガラスシート表面に対して前後に移動させた。次いで、当該ガラスシート試
料を、４％のＳｅｍｉｃｌｅａｎ　ＫＧ溶液（Ｙｏｋｏｈａｍａ　Ｏｉｌｓ　ａｎｄ　Ｆ
ａｔｓ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．、日本）を使用して清浄化した。当該ガラ
スシート試料について、ガラス表面をペーパーに接触させてスクラッチ試験を実施する前
に、Ａｃｃｕ＿Ｆａｂ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（米国）から入手可能な光学欠陥検出システムを
使用して欠陥カウントＰＣ１を測定した。さらに、当該ガラスシート試料について、ガラ
ス表面をペーパーに接触させてスクラッチ試験を実施した後に、光学欠陥検出システムを
使用して欠陥カウントＰＣ２を測定した。対照として未コーティングのガラスシート試料
を使用した。別の対照としてプラスチックフィルム（「Ｖｉｓｑｕｅｅｎ」）で保護され
たガラスシート試料も使用した。「Ｖｉｓｑｕｅｅｎ」フィルムをガラスから剥がし、上
記のようにスクラッチングを行い、洗浄し、欠陥カウントを測定した。
【００６８】
　図６は、欠陥カウントの試験結果をグラフに表したものである。未処理のガラス、未コ
ーティングのＷＲ１３９と接触させたガラス、９０℃で１０秒間オクタデカノールでコー
ティングしたＷＲ１３９と接触させたガラス、および９０℃で３０秒間オクタデカノール
でコーティングしたＷＲ１３９と接触させたガラスでは、かなりの欠陥カウントの増加が
観察された。９０℃で１分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、９０℃で
５分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、エルカミドでコーティングした
グラシン紙（Ｔｈｉｌｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン州）によって提供されるＣＷＲ２
３９）、および「Ｖｉｓｑｕｅｅｎ」の欠陥カウントは、スクラッチ試験の前後において
欠陥カウントにおいてほとんど変動を示さない。さらに、９０℃で１分間オクタデカノー
ルでコーティングしたＷＲ１３９および９０℃で５分間オクタデカノールでコーティング
したＷＲ１３９は、「Ｖｉｓｑｕｅｅｎ」対照に匹敵するレベルの保護を提供した。
【００６９】
　実施例３
　固体オクタデカノール（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ、カタログ＃７４７２３，９９％
純度）をガラス製ペトリ皿において加熱し、この場合、当該オクタデカノールは溶融して
、当該皿の底面全体を覆う液体を形成し、ペトリ皿のすぐ上方の空気中に蒸気も生成され
た。次いで、１枚のペーパー（Ｔｈｉｌｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン州）製のＷＲ１
３９）を、当該アルコールの溶融物の表面から４ｃｍの距離において当該皿の上方に位置
し、これを、９０℃で１分間、９０℃で５分間、１００℃で１分間、１００℃で５分間維
持し、その後除去した。両面に清浄な表面を有するガラスシート試料も、当該アルコール
の溶融物の表面から約１ｃｍの距離において当該皿の上方に位置し、それを、９０℃で１
０秒間維持した。アルコールの温度は、溶融物の表面において測定した。
【００７０】
　コーティングされた「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」を、未コーティングのＷＲ１３９、９０℃で
１分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、９０℃で５分間オクタデカノー
ルでコーティングしたＷＲ１３９、１００℃で１分間オクタデカノールでコーティングし
たＷＲ１３９、１００℃で５分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、およ
びエルカミドでコーティングしたグラシン紙（Ｔｈｉｌｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン
州）によって製造されたＣＷＲ２３９）、に接触するように位置した。当該ペーパーを、
シミュレートされた貯蔵条件下で、４．７７ｋｇのスチールブロックを使用して１日（２
４時間）、未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラスに接触させた。次いで、当該ペーパーを
除去し、コーティングしたガラスにスクラッチング試験を行った。
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【００７１】
　実施例２と同様に、ガラスシート試料にスクラッチングを施し、洗浄して、ガラス表面
に当該ペーパーを接触させる前およびガラス表面に当該ペーパーを接触させた後の欠陥カ
ウントを測定した。いかなるペーパーとも接触させていないコーティング済みガラス試料
を対照として使用した。別の対照として、プラスチックフィルム（「Ｖｉｓｑｕｅｅｎ」
）で保護されたコーティング済みガラスシート試料を使用した。「Ｖｉｓｑｕｅｅｎ」フ
ィルムをガラスから剥がし、上記のようにスクラッチングを行い、洗浄し、欠陥カウント
を測定した。
【００７２】
　図７は、欠陥カウントの試験結果をグラフに表したものである。未コーティングのＷＲ
１３９に接触させたガラスでは、かなりの欠陥カウントの増加が観察された。ペーパーと
接触させていないコーティング済みガラス、９０℃で１分間オクタデカノールでコーティ
ングしたＷＲ１３９、９０℃で５分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、
１００℃で１分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、１００℃で５分間オ
クタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、エルカアミドでコーティングされたグラ
シン紙、および「Ｖｉｓｑｕｅｅｎ」の欠陥カウントは、スクラッチ試験の前後において
ほとんど欠陥カウントにおける変動を示さなかった。さらに、オクタデカノールでコーテ
ィングされたＷＲ１３９は、スクラッチ保護の損失をほとんど示さなかった対照に匹敵す
るレベルの保護を提供した。
【００７３】
　実施例４
　「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラスの洗浄性は、脂肪アルコールがＷＲ１３９からガラス基材
の表面に移行した場所において測定した。固体オクタデカノール（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒ
ｉｃｈ、カタログ＃７４７２３，９９％純度）をガラス製ペトリ皿において９０℃に加熱
し、この場合、当該オクタデカノールは溶融して、当該皿の底面全体を覆う液体を形成し
、ペトリ皿のすぐ上方の空気中に蒸気も生成された。次いで、１枚のペーパー（Ｔｈｉｌ
ｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン州）製のＷＲ１３９）を、当該アルコールの溶融物の表
面から４ｃｍの距離において当該皿の上方に位置し、これを、それぞれ１０秒間、３０秒
間、１分間、および５分間維持し、その後、除去した。アルコールの温度は、溶融物の表
面において測定した。
【００７４】
　未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラス試料（５インチ×５インチ（約１２．７ｃｍ））
を、未コーティングのＷＲ１３９、９０℃で１０秒間オクタデカノールでコーティングし
たＷＲ１３９、９０℃で３０秒間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、９０
℃で１分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、ならびに９０℃で５分間オ
クタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、に接触するように位置した。当該ペーパ
ーを、未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラスに接触させ、４．７７ｋｇのスチールブロッ
クによる水平スタック法を使用して１日（２４時間）加圧した。次いで、当該ペーパーを
除去し、ガラスシートを４％のＳｅｍｉｃｌｅａｎ　ＫＧ溶液で洗浄した。次いで、当該
ガラスシート試料を、クロロホルムに曝露させ、乾燥させてオクタデカノールの存在に曝
露させた。ガラス表面に存在するオクタデカノールの量（洗浄後）を、ＧＣ／ＭＳ分析を
使用して定量した。クロロホルムは対照として使用した。いずれのペーパーとも接触して
おらずかつ４％のＳｅｍｉｃｌｅａｎ　ＫＧ溶液を使用して洗浄されていないガラスシー
ト試料のオクタデカノールの量も測定し、ならびにいずれのペーパーとも接触していない
が４％のＳｅｍｉｃｌｅａｎ　ＫＧ溶液を使用して洗浄したガラスシート試料を対照とし
て使用した。ＧＣ／ＭＳ分析結果が第３表に示されており、これは、ガラス表面に移行し
たオクタデカノールが、検出できないレベルのオクタデカノールを残してガラス表面から
容易に洗浄されたことを示している。
【００７５】
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【表３】

【００７６】
　実施例５
　オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９から未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」に
移行したオクタデカノールの量を測定した。固体オクタデカノール（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄ
ｒｉｃｈ、カタログ＃７４７２３，９９％純度）をガラス製ペトリ皿において９０℃に加
熱し、この場合、当該オクタデカノールは溶融して、当該皿の底面全体を覆う液体を形成
し、ペトリ皿のすぐ上方の空気中に蒸気も生成された。次いで、１枚のペーパー（Ｔｈｉ
ｌｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン州）製のＷＲ１３９）を、当該アルコールの溶融物の
表面から４ｃｍの距離において当該皿の上方に位置し、これを、それぞれ３０秒間、１分
間、および５分間維持し、その後、除去した。アルコールの温度は、溶融物の表面におい
て測定した。
【００７７】
　未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラス試料（５インチ×５インチ（約１２．７ｃｍ））
を、未コーティングのＷＲ１３９、９０℃で３０秒間オクタデカノールでコーティングし
たＷＲ１３９、９０℃で１分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、ならび
に９０℃で５分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９、に接触するように位
置した。当該ペーパーを、未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラスに接触させ、４．７７ｋ
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ｇのスチールブロックによる水平スタック法を使用して１日（２４時間）加圧した。次い
で、当該ペーパーを除去し、ガラスシートをクロロホルムで洗浄した。クロロホルムを使
用して抽出したオクタデカノールの量を、ＧＣ／ＭＳ分析を使用して定量した。第４表に
は、ＧＣ／ＭＳ分析結果が示されており、これは、コーティングされたペーパーからガラ
ス表面に移行したオクタデカノールの量を示している。
【００７８】
【表４】

【００７９】
　実施例６
　オクタデカノールでコーティングしたＥＸＧ（登録商標）とＷＲ１３９に接触させた後
のオクタデカノールでコーティングした「ＥＸＧ」とにおける付着力減少の量を測定した
。ガラス試料を、蒸着を使用して９０℃で１０秒間コーティングした。ＷＲ１３９を使用
して、当該コーティングしたガラス試料に１時間（これは、接触なしと同様である）およ
び１７時間接触させた。次いで、当該コーティングされたガラスシート試料の表面を、表
面トポグラフィおよび付着力についてＡＦＭによって測定した。ＡＦＭの測定チップを当
該ガラス試料の表面に接触させ、引き戻し力と引き戻し力が観察される回数とを測定した
。
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【００８０】
　図８は、右側に、上に９０℃で１０秒間被着されたオクタデカノールを有する「Ｅａｇ
ｌｅ　ＸＧ」で作製されたガラスシート試料の表面を２マイクロメートル×２マイクロメ
ートルスケールにおいてＡＦＭによってキャプチャーした表面力マップ画像を示している
。未コーティングのＷＲ１３９ペーパーを使用して、当該ガラスシート試料に１時間接触
させた（これは、ペーパーと接触していないオクタデカノールでコーティングされた「Ｅ
ＸＧ」と同様である）。この画像において、明るいエリアは、オクタデカノールコーティ
ングの量が少ないかまたはコーティングの無いエリアであり、暗いエリアは、比較的多量
のオクタデカノールのコーティングを有するエリアであり、ＡＦＭによってこれらの暗い
エリアを測定した場合の表面付着力は、オクタデカノールの蒸気に晒されていない未処理
のガラスシート表面の表面付着力を実質的に下回るため、最も暗いエリアは、実質的にオ
クタデカノールであると考えられる。図８の左側のヒストグラムは、表面力マップ画像の
表面力の測定の分布を示している。当該ヒストグラムは、ＡＦＭの測定チップがオクタデ
カノールでコーティングされた「ＥＸＧ」と接触される場合に当該測定チップを引き戻す
ために必要な力が未処理のガラスと比べてより小さいことを示している。
【００８１】
　図９は、右側に、上に９０℃で１０秒間被着されたオクタデカノールを有する「Ｅａｇ
ｌｅ　ＸＧ」で作製されたガラスシート試料の表面を２マイクロメートル×２マイクロメ
ートルスケールにおいてＡＦＭによってキャプチャーした表面力マップ画像を示している
。ＷＲ１３９ペーパーを使用して、当該ガラスシート試料に１７時間接触させた。この画
像において、明るいエリアは、オクタデカノールコーティングの量が少ないかまたはコー
ティングの無いエリアであり、暗いエリアは、比較的多量のオクタデカノールのコーティ
ングを有するエリアであり、ＡＦＭによってこれらの暗いエリアを測定した場合の表面付
着力は、オクタデカノールの蒸気に晒されていない未処理のガラスシート表面の表面付着
力を実質的に下回るため、最も暗いエリアは、実質的にオクタデカノールであると考えら
れる。図８においてキャプチャーされた表面力マップ画像と比較して、より多くの明るい
エリアが見られる。図９はさらに、左側のヒストグラムにおいて、表面力マップ画像の付
着力の測定の分布を示している。図８と同様に、当該ヒストグラムは、ＡＦＭの測定チッ
プがオクタデカノールでコーティングされた「ＥＸＧ」と接触される場合に当該測定チッ
プを引き戻すために必要な力が未処理のガラスと比べてより小さいことを示している。
【００８２】
　実施例７
　周囲曝露させた「ＥＸＧ」ガラス試料、洗浄したばかりの「ＥＸＧ」ガラス試料、およ
び９０℃で１分間オクタデカノールでコーティングしたＷＲ１３９ペーパーからその表面
にオクタデカノールを移行させた「ＥＸＧ」ガラス試料について、付着力測定を比較した
。固体オクタデカノール（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ、カタログ＃７４７２３，９９％
純度）をガラス製ペトリ皿において９０℃に加熱し、この場合、当該オクタデカノールは
溶融して、当該皿の底面全体を覆う液体を形成し、ペトリ皿のすぐ上方の空気中に蒸気も
生成された。次いで、１枚のペーパー（Ｔｈｉｌｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン州）製
のＷＲ１３９）を、当該アルコールの溶融物の表面から４ｃｍの距離において当該皿の上
方に位置し、これを、１分間維持し、その後除去した。アルコールの温度は、溶融物の表
面において測定した。
【００８３】
　未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラス試料を、オクタデカノールでコーティングしたＷ
Ｒ１３９と接触するように位置し、４．７７ｋｇスチールブロックを使用して１日間加圧
した。次いで、当該ペーパーを除去し、当該ガラス試料をそのまま測定した。コーティン
グしたＷＲ１３９ペーパーとの接触の後で、当該ガラス試料のいくつかのオクタデカノー
ル点において付着力測定を行った。周囲空気に曝露させた未コーティングのガラス試料お
よび洗浄したばかりの未コーティングのガラス試料においても付着力測定を行った。図１
０は、ガラスシート試料の付着力測定の分布のヒストグラムを示している。当該ヒストグ
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ラムは、ＡＦＭの測定チップがオクタデカノールでコーティングされた「ＥＸＧ」と接触
される場合に当該測定チップを引き戻すために必要な力が、周囲空気に曝露させたガラス
および洗浄したばかりのガラスと比べてより小さいことを示している。
【００８４】
　実施例８
　固体オクタデカノール（Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ、カタログ＃７４７２３，９９％
純度）をガラス製ペトリ皿において９０℃に加熱し、この場合、当該オクタデカノールは
溶融して、当該皿の底面全体を覆う液体を形成し、ペトリ皿のすぐ上方の空気中に蒸気も
生成された。次いで、オクタデカノールでコーティングされたペーパーを調製するために
、１枚のペーパー（Ｔｈｉｌｍａｎｙ（米国、ウィスコンシン州）製のＷＲ１３９）を、
当該アルコールの溶融物の表面から４ｃｍの距離において当該皿の上方に位置し、これを
、１分間維持し、その後除去した。アルコールの温度は、溶融物の表面において測定した
。未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラス試料を、オクタデカノールでコーティングしたＷ
Ｒ１３９と接触するように位置し、４．７７ｋｇスチールブロックを使用して１日間加圧
した。次いで、当該ペーパーを除去した。
【００８５】
　オクタデカノールでコーティングされたガラスを調製するために、両面に清浄な表面を
有する未処理の「Ｅａｇｌｅ　ＸＧ」ガラス試料を、アルコールの溶融物の表面から約１
ｃｍの距離においてペトリ皿の上方に位置し、それを１０秒間維持して、その後除去した
。
【００８６】
　図１１および１２は、　「ＥＸＧ」上への９０℃で１０秒間のオクタデカノールの直接
被着（図１１）と、ＷＲ１３９上への９０℃で１分間のオクタデカノールの直接被着およ
びその後の「ＥＸＧ」への移行（図１２）との間のコーティングモルホロジーの違いを示
している。両方のシナリオは、良好なスクラッチ保護を提供したが、図１１および１２は
、コーティングのモルホロジーが全く異なっていることを示している。
【００８７】
　図１１および１２は、ガラスシート試料の表面の１０マイクロメートル×１０マイクロ
メートルのスケールにおいてＡＦＭによってキャプチャーした表面粗度を示している。水
平軸は、測定エリアの端部間距離を表しており、垂直軸は、基準面に対する測定された表
面高さを示している。図１１は、ガラス上へのオクタデカノールの直接蒸着により、結果
として約２ｎｍの高さのオクタデカノールの被着を生じたことを示している。図１２は、
ＷＲ１３９ペーパーからガラス表面へのオクタデカノールの移行により、結果として約１
ｎｍの高さのオクタデカノールの被着を生じることを示している。したがって、ＷＲ１３
９ペーパーを使用してオクタデカノールをガラス表面に移行させた場合、当該コーティン
グは、より一様でかつ直接被着より薄いようであると共に、依然として良好なスクラッチ
保護を提供する。
【００８８】
　本明細書において説明される主題のいくつかの態様は、ガラス基材を保護する方法に関
する。当該方法は、保護フィルムもしくはペーパーとガラス基材の少なくとも１つの表面
とを接触させる工程を含み、この場合、当該保護フィルムもしくはペーパーは、式Ｒ－Ｏ
Ｈ（式中、Ｒは、１２～３０個の炭素原子を含む飽和もしくは不飽和の直鎖状もしくは分
岐鎖状脂肪族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪アルコールを含むスリップ剤組成
物を含み得る。本明細書において説明されるいくつかの態様において、当該方法はさらに
、当該スリップ剤組成物の一部を保護フィルムもしくはペーパーからガラス基材の表面へ
と移行させる工程、ならびに、スリップ剤組成物のある量がガラス基材の表面に残留する
ように、ガラス基材の表面から保護フィルムもしくはペーパーを除去する工程を含み得る
。
【００８９】
　本明細書において説明される主題のいくつかの態様は、ガラス基材の一時的保護の方法
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に関する。当該方法は、スリップ剤組成物を有する保護フィルムもしくはペーパーとガラ
ス基材の少なくとも１つの表面とを接触させる工程であって、当該スリップ剤組成物が、
式Ｒ－ＯＨ（式中、Ｒは、１２～３０個の炭素原子を含む飽和もしくは不飽和の直鎖状も
しくは分岐鎖状脂肪族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪アルコールを含む、工程
、当該スリップ剤組成物の一部を保護フィルムもしくはペーパーからガラス基材の表面へ
と移行させる工程、ならびに、スリップ剤組成物のある量がガラス基材の表面に残留する
ように、ガラス基材の表面から保護フィルムもしくはペーパーを除去する工程を含み得る
。
【００９０】
　本明細書において説明される主題のいくつかの態様は、複合ガラスパッケージにも関す
る。当該複合ガラスパッケージは、ガラス基材と、当該ガラス基材の表面に付着した保護
フィルムもしくはペーパーとを含み、この場合、当該保護フィルムもしくはペーパーは、
式Ｒ－ＯＨ（式中、Ｒは、１２～３０個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽和の直鎖状
もしくは分岐鎖状脂肪族鎖である）を有する少なくとも１種の脂肪アルコールを含むスリ
ップ剤組成物を含み得る。
【００９１】
　本明細書において説明されるいくつかの態様において、スリップ剤組成物は、約７５～
１００質量％の少なくとも１種の脂肪アルコールを含み得る。本開示のある態様において
、Ｒは、１２～２６個の炭素原子を含む直鎖状の飽和脂肪族鎖である。本明細書において
説明されるいくつかの態様において、当該少なくとも１種の脂肪アルコールは、ラウリル
アルコール、トリデシルアルコール、ミリスチルアルコール、ペンタデシルアルコール、
セチルアルコール、パルミトレイルアルコール、ヘプタデシルアルコール、ステアリルア
ルコール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、リノレイルアルコール、ア
ラキジルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシルアルコール、またはそれらの組合せ
である。本明細書において説明されるいくつかの態様において、当該少なくとも１種の脂
肪アルコールはステアリルアルコールである。本明細書において説明されるいくつかの態
様において、当該スリップ剤組成物は、約７５～１００質量％の少なくとも１つの脂肪ア
ルコールを含み得、ならびにＲは、１２～２６個の炭素原子を含む直鎖状の飽和脂肪族鎖
であり得る。本明細書において説明されるいくつかの態様において、当該スリップ剤組成
物は、約７５～１００質量％の少なくとも１つの脂肪アルコールを含み、当該少なくとも
１種の脂肪アルコールは、ラウリルアルコール、トリデシルアルコール、ミリスチルアル
コール、ペンタデシルアルコール、セチルアルコール、パルミトレイルアルコール、ヘプ
タデシルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、オレイルアル
コール、リノレイルアルコール、アラキジルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシル
アルコール、またはそれらの組合せである。本明細書において説明されるいくつかの態様
において、当該スリップ剤組成物は、約７５～１００質量％の少なくとも１つの脂肪アル
コールを含み、当該少なくとも１種の脂肪アルコールはステアリルアルコールである。
【００９２】
　本明細書において説明されるいくつかの態様において、保護的フィルムもしくはペーパ
ーは、少なくとも約２００ナノグラム／ｃｍ２のスリップ剤組成物を含む。本明細書にお
いて説明されるいくつかの態様において、当該保護ペーパーもしくはフィルムは、グラシ
ン紙、クラフト紙、硫酸紙、再生紙、セルロール紙、ポリオレフィン、低密度ポリエチレ
ン、ポリエチレンフィルム、エチレン－アクリル酸（ＥＡＡ）コポリマー、エチレン－酢
酸ビニル（ＥＶＡ）コポリマー、ナイロンポリマー、ポリエチレンテレフタレートポリマ
ー、ポリ塩化ビニルポリマー、ポリプロピレン、またはそれらの組合せを含む。
【００９３】
　本明細書において説明されるいくつかの態様において、ガラス基材の表面上に残留する
スリップ剤組成物の量は、当該スリップ剤組成物がガラス基材の表面に付着して保護層と
しての役割を果たしかつ洗浄によってガラス基材の表面から除去されるのに十分な量であ
る。本明細書において説明されるいくつかの態様において、ガラス基材の表面上に残留す
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るスリップ剤組成物の量は、約１０ナノグラム／ｃｍ２～約１６００ナノグラム／ｃｍ２

である。
【００９４】
　本明細書において説明されるいくつかの態様において、当該方法はさらに、ガラス基材
の表面上に８ナノグラム／ｃｍ２未満のスリップ剤組成物が残留するようにガラス基材を
洗浄してスリップ剤組成物を除去する工程も含み得る。本明細書において説明されるいく
つかの態様において、当該スリップ剤組成物が除去される場合、当該ガラスは、約０．５
％～約５０％の欠陥カウントのパーセント変化を有する。本明細書において説明されるい
くつかの態様において、当該方法はさらに、スリップ剤組成物が除去された場合にガラス
が約０．５％～約５０％の欠陥カウントのパーセント変化を有するようにガラス基材を洗
浄してスリップ剤組成物を除去する工程も含み得る。
【００９５】
　権利請求される主題の範囲から逸脱することなく、本明細書において説明される実施形
態に対して様々な変更および変形を為すことができることは、当業者に明らかであろう。
したがって、本明細書は、様々な実施形態の変更および変形を網羅し、提供されるそのよ
うな変更および変形は、添付の請求項およびそれらの等価物の範囲内であることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【００９６】
　１００　蒸着プロセス
　１０５　スリップ剤組成物
　１１０、４０５　ペーパーもしくはポリマー基材
　１１５　容器
　１２０　蒸気
　１２５、１３０　ローラー
　２００　キャストフィルムプロセス
　２０５、３０５　フィルム層もしくはウェブ
　２１０、３１０、５１０　ダイ導入口
　２１５　キャストフィルムダイ
　２２０　キャスティングロール
　２２５　ストリッピングロール
　２３０　アイドラーロール
　２３５　エッジトリムスリッター
　２４０　引張ロール
　２４５、４３５、５５０　ワインドアップロール
　３００　ポリマーシート押出プロセス
　３１５、４１５　ダイ
　３２０　ロールフィニッシャー
　３２５　サポートローラー
　３３０　エッジトリムカッター
　３３５、５４５　引張ロール
　３４０　鋸盤機もしくは剪断機
　４００　押出キャスティングプロセス
　４１０　圧力ロール
　４２０　冷却ロール
　４２５　ストリッパーロール
　４３０　エッジトリマー
　５００　インフレーション成形プロセス
　５１５　インフレーションフィルムダイ
　５２０　プラスチックチューブもしくはバブル
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　５２５　空気導入口
　５３０　外部空気環
　５３５　ガイドロール
　５４０　案内板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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